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日・中・韓が中心に漢方や鍼灸の標準化進める

世界保健機関 (WHO) は 12月 6 日、伝統医学の医療情報につい
て新たな世界標準を作成すると発表。国際伝統医学分類プロジェク

卜諮問グループを発足させ、診断と医療行為の標準用語・分類とな

る「伝統医学国際分類（ICTM) 」を構築し、世界の医療保健統計

の基礎であるWHOの国際疾病分類（ICD) に組み込む。 2014年ま

でに最終案をまとめ、 15年のWHO総会での合意を目指す。

ICTMにば漢方や鍼 ，一―----- " 
灸をはじめ、東アジア起

源の伝統医学について疾

：，れ名プ中：］：］］l:：］：；言：：］
無免許鍼による患者死亡事件裁判を傍聴して

函藩繭凧晶肌崩蘊錮贔蜘蘊磁饂．ユ蘊＇
大阪府池田市の鍼灸整骨院で起こった無免許鍼治療死亡事件で

は、元副院長に有罪判決が下された。

▽鍼治療後しばらくして患者が倒れ心肺停止状態となった、▽死

因は両肺緊張性気胸による低酸素脳症である、▽肺に20カ所の注

射針より細い小刺創があったー―ーこれらから鍼施術と死亡との因果

関係が認定された。

弁護側の主張は、▽20カ所の小剌創には陳旧性のものも含ま

れ、 30回以上も同じ患者に同じ施術を行ったが、これまで気胸は

起こっていない、▽医師による鑑定書では、解剖で肺を取り出し、

ポンプで膨張させ水槽の中で加圧しなければ空気漏れを確認できな

かったなど。当日も通常呼吸では肺から空気は漏れておらず、救急

隊などによる心臓マッサージが急激な気胸を招いたという反論だ。

裁判所の判断は前述の通りだ。業界として、鍼施術との因果関係

を究明し、安全性の確立に努めなければならない。さらに、何のた
めの国家資格であり、学校教育であるのかということが問われてい

るのではないだろうか。鍼灸学校に通う柔道整復師が起こした事件

は、道義的にも倫理的にも決して許されることではない。無免許だ

から事故が起こったのだろうか。いずれにしろ、鍼で患者さんが亡

くなったという事実は残った。

裁判長は「遺族の無念さは察するに余りある」と述べていた。業

界全体で受け止めるべき問題だと考える。 （編集局 森田真司）
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追
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を
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